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(54)【発明の名称】 健康管理装置

(57)【要約】
【課題】  生体計測データの入力作業の負担を軽減しな
がら、被験者の健康状態を表わす生体情報（体脂肪率
等）を精度良く求めることが可能となる健康管理装置を
提供する。
【解決手段】  複数の生体計測データの一部を外部計測
データとして計測する外部の生体データ計測装置３９に
て計測された外部計測データを受け取るための受取手段
３７と、複数の生体計測データのうちの外部計測データ
以外の生体計測データを内部計測データとして計測する
生体データ計測手段１０１と、前記受取手段３７が受け
取った前記外部計測データ、及び、前記生体データ計測
手段１０１にて計測された前記内部計測データに基づい
て、被験者の健康状態を表わす生体情報を求める生体情
報算出手段１００とが設けられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被験者の健康状態を表わす生体情報を複
数の生体計測データに基づいて求める生体情報算出手段
が設けられている健康管理装置であって、
前記複数の生体計測データの一部を外部計測データとし
て計測する外部の生体データ計測装置にて計測された前
記外部計測データを受け取るための受取手段と、
前記複数の生体計測データのうちの前記外部計測データ
以外の生体計測データを内部計測データとして計測する
生体データ計測手段とが設けられ、
前記生体情報算出手段が、前記受取手段が受け取った前
記外部計測データ、及び、前記生体データ計測手段にて
計測された前記内部計測データに基づいて、前記生体情
報を求めるように構成されている健康管理装置。
【請求項２】  前記外部の生体データ計測装置が、前記
外部計測データとして、少なくとも、被験者の身長及び
体重を計測し、
前記生体データ計測手段が、前記内部計測データとし
て、少なくとも、被験者の入浴に伴う浴槽内の水位上昇
に基づいて被験者の頭部を除く体積を計測し、
前記生体情報算出手段が、前記被験者の身長及び体重を
含む前記外部計測データと、前記被験者の頭部を除く体
積を含む前記内部計測データとに基づいて、前記生体情
報として体脂肪率を求めるように構成されている請求項
１記載の健康管理装置。
【請求項３】  前記外部の生体データ計測装置が、前記
外部計測データとして、少なくとも、被験者の身長及び
体重を計測し、
前記生体データ計測手段が、前記内部計測データとし
て、少なくとも、浴槽内に被験者が入浴した状態での浴
槽内の水位検出データ、及び、被験者の心電図データを
計測し、
前記生体情報算出手段が、前記被験者の身長及び体重を
含む前記外部計測データと、浴槽内に被験者が入浴した
状態での浴槽内の水位検出データ、及び、被験者の心電
図データを含む前記内部計測データに基づいて、前記生
体情報として補正された心電図情報を求めるように構成
されている請求項１記載の健康管理装置。
【請求項４】  前記受取手段が、前記外部の生体データ
計測装置側からオンラインで送信される前記外部計測デ
ータを受信する通信手段にて構成されている請求項１～
３のいずれか１項に記載の健康管理装置。
【請求項５】  前記外部計測データが、前記外部の生体
データ計測装置によって定期的な健康診断データとして
計測されたデータである請求項１～４のいずれか１項に
記載の健康管理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、被験者の健康状態
を表わす生体情報を複数の生体計測データに基づいて求

2
める生体情報算出手段が設けられている健康管理装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、医療費が高騰しており、病気の早
期発見によって医療費を削減するために、健康状態を表
わす生体情報を家庭等において日常的に計測して自己管
理できるような健康管理装置が普及し始めている。かか
る健康管理装置としては、例えば、被験者が浴槽内に入
浴した状態（無拘束状態）で上記生体情報として心電図
や体脂肪率等を計測する健康管理風呂が知られている。
そして、従来の健康管理装置（例えば、体脂肪率を計測
する健康管理風呂）では、生体情報算出手段が被験者の
健康状態を表わす生体情報を求めるときに用いる複数の
生体計測データ（例えば、身長、体重等）は家庭内で計
測して、被験者の年齢等の情報とともに健康管理装置に
手操作で入力するようにしていた。ただし、計測装置が
ない等の理由で、家庭内で計測できない生体データ（例
えば、肺活量）については一般的な値を用いるようにし
ていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従来の健康管理装置で
は、被験者の健康状態を表わす生体情報を求めるときに
用いる生体計測データは家庭内で計測して、健康管理装
置に手操作で入力するようにしていたので、不便である
とともに入力作業の負担が大きいという問題があった。
又、家庭内で計測できない生体データについては一般的
な値を用いるようにしていたので、被験者の生体データ
と一般的な値との間にずれが生じ、その結果、被験者の
健康状態を表わす生体情報を求める際の計測精度が不十
分になるという問題もあった。
【０００４】本発明は、上記問題点に鑑みてなされたも
のであり、その目的は、生体計測データの入力作業の負
担を軽減するとともに、被験者の健康状態を表わす生体
情報を精度良く求めることが可能となる健康管理装置を
提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するため
の本発明に係る健康管理装置の第一の特徴構成は、特許
請求の範囲の欄の請求項１に記載した如く、複数の生体
計測データの一部を外部計測データとして計測する外部
の生体データ計測装置にて計測された前記外部計測デー
タを受け取るための受取手段と、前記複数の生体計測デ
ータのうちの前記外部計測データ以外の生体計測データ
を内部計測データとして計測する生体データ計測手段と
が設けられ、前記生体情報算出手段が、前記受取手段が
受け取った前記外部計測データ、及び、前記生体データ
計測手段にて計測された前記内部計測データに基づい
て、被験者の健康状態を表わす生体情報を求めるように
構成されている点にある。
【０００６】同第二の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
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の請求項２に記載した如く、上記第一の特徴構成に加え
て、前記外部の生体データ計測装置が、前記外部計測デ
ータとして、少なくとも、被験者の身長及び体重を計測
し、前記生体データ計測手段が、前記内部計測データと
して、少なくとも、被験者の入浴に伴う浴槽内の水位上
昇に基づいて被験者の頭部を除く体積を計測し、前記生
体情報算出手段が、前記被験者の身長及び体重を含む前
記外部計測データと、前記被験者の頭部を除く体積を含
む前記内部計測データとに基づいて、前記生体情報とし
て体脂肪率を求めるように構成されている点にある。
【０００７】同第三の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項３に記載した如く、上記第一の特徴構成に加え
て、前記外部の生体データ計測装置が、前記外部計測デ
ータとして、少なくとも、被験者の身長及び体重を計測
し、前記生体データ計測手段が、前記内部計測データと
して、少なくとも、浴槽内に被験者が入浴した状態での
浴槽内の水位検出データ、及び、被験者の心電図データ
を計測し、前記生体情報算出手段が、前記被験者の身長
及び体重を含む前記外部計測データと、浴槽内に被験者
が入浴した状態での浴槽内の水位検出データ、及び、被
験者の心電図データを含む前記内部計測データに基づい
て、前記生体情報として補正された心電図情報を求める
ように構成されている点にある。
【０００８】同第四の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項４に記載した如く、上記第一から第三のいずれ
かの特徴構成に加えて、前記受取手段が、前記外部の生
体データ計測装置側からオンラインで送信される前記外
部計測データを受信する通信手段にて構成されている点
にある。
【０００９】同第五の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項５に記載した如く、上記第一から第四のいずれ
かの特徴構成に加えて、前記外部計測データが、前記外
部の生体データ計測装置によって定期的な健康診断デー
タとして計測されたデータである点にある。
【００１０】以下に作用並びに効果を説明する。本発明
の第一の特徴構成によれば、被験者の健康状態を表わす
生体情報を求めるときに用いる複数の生体計測データの
うち、その一部が外部の生体データ計測装置にて外部計
測データとして計測されて、その外部の生体データ計測
装置にて計測された外部計測データを受取手段が受け取
り、上記複数の生体計測データのうちの上記外部計測デ
ータ以外の生体計測データを生体データ計測手段が内部
計測データとして計測し、上記受取手段が受け取った外
部計測データ、及び、上記生体データ計測手段が計測し
た内部計測データに基づいて、生体情報算出手段が被験
者の健康状態を表わす生体情報を求める。
【００１１】すなわち、被験者の健康状態を表わす生体
情報を求めるときに用いる複数の生体計測データのう
ち、健康管理装置側で計測できない生体計測データにつ
いては、外部の医療施設等に設置されている外部の生体
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データ計測装置にてその被験者について計測された外部
計測データを受け取って用い、その他の生体計測データ
については健康管理装置側の生体データ計測手段にてそ
の被験者について計測した内部計測データを用いるの
で、上記複数の生体計測データを手操作で入力する作業
が不要になるとともに、上記複数の生体計測データとし
て、被験者について実際に計測したデータを用いること
ができる。従って、生体計測データの入力作業の負担を
軽減するとともに、被験者の健康状態を表わす生体情報
を精度良く求めることが可能となる健康管理装置が提供
される。
【００１２】同第二の特徴構成によれば、前記外部計測
データとして、少なくとも、被験者の身長及び体重が計
測され、前記内部計測データとして、少なくとも、被験
者の入浴に伴う浴槽内の水位上昇に基づいて被験者の頭
部を除く体積が計測され、上記被験者の身長及び体重を
含む外部計測データと、上記被験者の頭部を除く体積を
含む内部計測データとに基づいて、前記生体情報として
体脂肪率が求められる。すなわち、被験者の身長及び体
重については身長計及び体重計が必要であるために、健
康管理装置側で正確に計測できないような場合に、外部
の医療施設で計測された外部データを入手し、一方、被
験者の頭部を除く体積については健康管理装置側で体脂
肪率を求めるときの実際の体積を内部データとして計測
し、それらの外部及び内部計測データを用いて体脂肪率
が求められる。従って、健康管理装置が、被験者が浴槽
内に入浴した状態で生体情報として体脂肪率を計測する
健康管理風呂の場合に、少なくとも、被験者の身長及び
体重の各生体計測データの入力作業の負担を軽減すると
ともに、体脂肪率を精度良く求めることが可能となる。
尚、上記外部計測データとして、身長、体重の他に、外
部医療施設等で計測された肺活量のデータを用いること
ができれば、体脂肪率の算出精度をより一層向上させる
ことが可能となる。
【００１３】同第三の特徴構成によれば、前記外部計測
データとして、少なくとも、被験者の身長及び体重が計
測され、前記内部計測データとして、少なくとも、浴槽
内に被験者が入浴した状態での浴槽内の水位検出データ
及び被験者の心電図データが計測され、浴槽内に被験者
が入浴した状態での被験者の心電図データを、上記被験
者の身長及び体重を含む外部計測データと、浴槽内に被
験者が入浴した状態での浴槽内の水位検出データとに基
づいて補正して、心電図情報を求めることができる。す
なわち、被験者の身長及び体重について外部の医療施設
等で計測された外部データを入手し、一方、浴槽内に被
験者が入浴した状態での浴槽内の水位検出データ及び被
験者の心電図データについては健康管理装置側で心電図
情報を求めるときの実際の値を内部データとして計測
し、それらの外部及び内部計測データを用いて心電図情
報が求められる。従って、健康管理装置が、被験者が浴
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槽内に入浴した状態で生体情報として心電図情報を計測
する健康管理風呂の場合に、少なくとも、被験者の身長
及び体重の各生体計測データの入力作業の負担を軽減す
るとともに、心電図情報を精度良く求めることが可能と
なる。
【００１４】同第四の特徴構成によれば、前記外部の生
体データ計測装置側からオンラインで送信される前記外
部計測データが、通信手段にて構成された前記受取手段
にて受信される。従って、外部の生体データ計測装置側
にて計測された外部計測データがオンラインの通信によ
って健康管理装置側に送信されるので、複数の生体計測
データに基づいて生体情報を求める場合に、外部計測デ
ータを入手するための待ち時間を極力短くして、生体情
報を迅速に求めることができる。
【００１５】同第五の特徴構成によれば、前記外部計測
データが、外部の生体データ計測装置によって定期的な
健康診断データとして計測される。従って、外部の医療
施設等で定期的に実施される健康診断において、前記複
数の生体計測データが計測されている場合に、それらの
健康診断データを外部計測データとして入手し、内部デ
ータと共に用いて生体情報を求めるので、定期的に計測
されてデータの信頼性が高い健康診断データを有効に活
用しながら、生体情報を精度良く求めることができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】〔第１実施形態〕本発明に係る健
康管理装置の第１実施形態を、浴槽に入浴した被験者の
体脂肪率を計測する健康管理風呂に適用した場合につい
て図面に基づいて説明する。図１に示すように、家庭等
において、水道から供給される水をガス燃焼式のバーナ
にて加熱した湯を給湯路６を通して浴室９内の浴槽５に
給湯する給湯機１と、その給湯機１の運転を制御するた
めのコントローラ２と、そのコントローラ２に夫々通信
可能に接続された風呂リモコン３及び台所リモコン４等
が設けられて、自動給湯風呂が構成されている。尚、風
呂リモコン３は浴室９の横壁部に設置されている。上記
コントローラ２には、外部と通信するための通信手段３
７が接続されるとともに、不揮発性のメモリーにて構成
される記憶手段２１が内蔵されている。
【００１７】前記浴槽５内の水位を検出する水位センサ
７が設けられ、この水位センサ７の検出情報が前記コン
トローラ２に入力されている。水位センサ７は、具体的
には、前記給湯路６の浴槽５への連通箇所に設けられた
圧力センサにて構成されている。すなわち、浴槽５内の
水位が上昇すると、圧力センサにて検出される圧力が高
くなるので、その圧力検出値に基づいて浴槽５内の水位
が検出される。
【００１８】図２及び図３に示すように、前記風呂リモ
コン３には、前記コントローラ２と通信自在に接続され
た制御部３０と、この制御部３０に接続される状態で、
各種の情報を表示する液晶式の表示部３１、スピーカー
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３２、アップダウン式の変更キー３３、複数の個人（図
では、Ａ，Ｂ，Ｃの３人）のうちのいずれかを選択する
個人選択ボタン３４、運転スイッチ３５、自動湯張りス
イッチ３６等が設けられている。尚、図示は省略する
が、前記台所リモコン４も、上記個人選択ボタン３４
と、スピーカー３２が設けられていない点を除いて、風
呂リモコン３と同様に構成されている。
【００１９】病院や健康管理センター等の外部医療施設
３８が設けられ、この外部医療施設３８では、定期的に
実施される健康診断において被験者の生体計測データが
生体データ計測装置３９によって計測され、その健康診
断データが施設内のデータベース４０に登録されてい
る。そして、家庭等に設けた前記給湯機のコントローラ
２が、前記通信手段３７、インターネット等の通信網、
及び上記外部医療施設３８側の通信手段４１を介して、
上記データベース４０に通信自在に接続されて、上記健
康診断の計測データ等を授受できるように構成されてい
る。
【００２０】前記コントローラ２の信号処理部を利用し
て、被験者の健康状態を表わす生体情報としての体脂肪
率を複数の生体計測データに基づいて求める生体情報算
出手段１００が構成されている。又、上記複数の生体計
測データの一部を外部計測データとして計測する外部の
生体データ計測装置が、前記外部医療施設３８の生体デ
ータ計測装置３９にて構成されている。具体的には、こ
の生体データ計測装置３９が、上記外部計測データとし
て、少なくとも、被験者の身長及び体重を計測し、且
つ、これらの外部計測データを定期的な健康診断データ
として計測するように構成されている。尚、上記健康診
断データには、被験者の肺活量、年齢等の情報も含まれ
ている。
【００２１】一方、前記生体データ計測装置３９にて計
測された外部計測データを受け取るための受取手段が、
前記生体データ計測装置３８側からオンラインで送信さ
れる前記外部計測データを受信する前記通信手段３７に
て構成されている。尚、この通信手段３７が受け取った
外部計測データ（健康診断データ）は、前記記憶手段２
１に記憶される。
【００２２】さらに、前記コントローラ２の信号処理部
を利用して、上記複数の生体計測データのうちの上記外
部計測データ以外の生体計測データを内部計測データと
して計測する生体データ計測手段１０１が構成されてい
る。具体的には、この生体データ計測手段１０１が、上
記内部計測データとして、少なくとも、被験者の入浴に
伴う浴槽５内の水位上昇に基づいて被験者の頭部を除く
体積を計測するように構成されている。図１に基づいて
説明すると、全身浴状態で入浴するように湯張りしたと
きの水位がｓ１で、被験者が肩まで入浴して上昇した水
位がｓ２であれば、その水位の差（ｓ２－ｓ１）に浴槽
の平均断面積を掛けて得られる体積が、被験者の頭部を
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7
除く体積として計測される。尚、この計測された内部計
測データは、前記記憶手段２１に記憶される。
【００２３】そして、前記生体情報算出手段１００が、
前記通信手段３０が受け取った前記外部計測データ即ち
被験者の身長及び体重を含む外部計測データと、前記生
体データ計測手段１０１にて計測された前記内部計測デ
ータ即ち被験者の頭部を除く体積を含む内部計測データ
とに基づいて、前記生体情報として体脂肪率を求めるよ
うに構成されている。以下、この算出手順について説明
する。
【００２４】（１）被験者の頭部体積を求める。具体的
には、日本人のサイズに関するデータベースを利用して
年齢から頭囲・頭幅・頚囲・顔長を求め、更に、これら
のデータから、以下の式に基づいて頭部体積を推定す
る。
【００２５】
【数１】男性の頭部体積＝０．１８４×頭囲＋０．０８
７×頭幅＋０．０９５×頚囲－１１．１１３（ｃｍ3）
女性の頭部体積＝０．１５７×頭囲－０．０５１×頭幅
＋０．０３３×顔長－４．８３７（ｃｍ3）
【００２６】（２）通常の呼吸時に体内に残っている平
均空気量を求める。具体的には、人体計測データベース
を利用し、肺活量と、年齢、身長から、上記空気量を推
定する。
（３）体比重を求める。
【００２７】
【数２】体比重＝体重÷〔前記生体データ計測手段１０
１にて、肩まで入浴したときの水位上昇から求めた頭部
を除く体積＋（１）で推定した頭部体積－（２）で推定
した空気量〕
【００２８】（４）体脂肪率を求める。以下のＢｒｏｚ
ｅｋの推定式を用いる。
【００２９】
【数３】体脂肪率＝〔（４．５７０／（３）で求めた体
比重）－４．１４２〕×１００
【００３０】そして、上記のようにして求めた体脂肪率
の値や、肺活量、身長、体重等の情報は、前記風呂リモ
コン３の表示部３１に表示され、また、これら体脂肪率
等の情報は計測した日時の情報とともに、前記記憶手段
２１に記憶蓄積される。尚、上記体脂肪率の算出では、
外部医療施設で計測した肺活量のデータを用いて体脂肪
率を精度良く求めるようにしたが、肺活量のデータを外
部データとして入手できない場合には、人体計測データ
ベースを利用して、年齢、身長、体重等から推定した肺
活量の値を用いる。
【００３１】〔第２実施形態〕次に、本発明に係る健康
管理装置の第２実施形態を、浴槽に入浴した被験者の心
電図を計測する健康管理風呂に適用した場合について説
明する。この第２実施形態では、図４に示すように、前
記生体データ計測装置３９が、前記外部計測データとし
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て、少なくとも、被験者の身長及び体重（これ以外に、
ウエスト）を計測し、前記生体データ計測手段１０１
が、少なくとも、浴槽５内に被験者が入浴した状態での
浴槽５内の水位検出データ及び被験者の心電図データを
計測し、さらに、前記生体情報算出手段１００が、前記
被験者の身長及び体重を含む外部計測データと、前記生
体データ計測手段１０１にて計測された前記浴槽５内に
被験者が入浴した状態での浴槽５内の水位検出データ及
び被験者の心電図データを含む内部計測データとに基づ
いて、前記生体情報として補正された心電図情報を求め
るように構成されている点を除いて、上記第１実施形態
と同様に構成されている。以下、第１実施形態との相違
点について説明する。
【００３２】上記生体データ計測手段１０１は、図５及
び図６に示すように、浴槽５内壁面に設置された複数の
心電図電極１０に現れる電気信号から生成した心電図情
報を前記生体情報として検出する浴槽心電計２０にて構
成されている。浴槽心電計２０は、前記複数の心電図電
極１０と、その複数の心電図電極１０に現れる電気信号
から心電図信号を生成処理する心電図信号生成手段１１
と、心電図信号生成手段１１にて生成された心電図信号
に対して所定の信号処理を行う信号処理手段１２とを備
えている。そして、この浴槽心電形２０にて得られる心
電図情報が前記コントローラ２に入力されている。
【００３３】複数の心電図電極１０は４つの電極１０ａ
～１０ｄからなり、各電極１０ａ～１０ｄは浴槽５の内
壁面の湯水に漬かる所定位置に各別に設置される。具体
的には、第１の電極１０ａが入浴者の右腕付け根外側に
近い位置に、第２の電極１０ｂが入浴者の左腕付け根外
側に近い位置に、第３の電極１０ｃが入浴者の左足付け
根外側に近い位置に、第４の電極１０ｄが入浴者の右足
付け根外側に近い位置に、夫々設置されている。そし
て、上記各電極１０ａ～１０ｄに、浴槽内の湯水を介し
て形成される導電経路によって、入浴者の各対応する部
位の表面電位が誘導される。
【００３４】心電図信号生成手段１１は、基本的には、
上記各電極１０ａ～１０ｄに誘導される電気信号を組み
合せて、その組み合わせた信号同士の差信号を求める複
数の差動増幅器を備えて構成され、下式にて表わされる
標準１２誘導法における６種の標準肢誘導の心電図信号
（Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，ａＶ

R
，ａＶ

L
，ａＶ

F
）を生成す

る。尚、式中、Ｖ
R
，Ｖ

L
，Ｖ

F
は、夫々、第１の電極１

０ａ、第２の電極１０ｂ、第３の電極１０ｃに誘導され
る電位である。
【００３５】
【数４】Ｖ１＝Ｖ

L
－Ｖ

R

Ｖ２＝Ｖ
F
－Ｖ

R

Ｖ３＝Ｖ
F
－Ｖ

L

ａＶ
R
＝Ｖ

R
－０．５（Ｖ

L
＋Ｖ

F
）

ａＶ
L
＝Ｖ

L
－０．５（Ｖ

R
＋Ｖ

F
）
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ａＶ

F
＝Ｖ

F
－０．５（Ｖ

R
＋Ｖ

L
）

【００３６】信号処理手段１２は、心電図信号生成手段
１１にて生成された心電図信号に対して、浴槽５内での
湯水の動きや入浴者の体の動き等に起因して発生する低
周波の基線動揺成分を除去し、さらに、この基線動揺除
去後の心電図信号から、Ｐ波、Ｑ波、Ｒ波、Ｓ波、Ｔ
波、ＱＲＳ群等の特徴的信号成分の中の特定の信号波を
抽出し、その特定の信号波に含まれる心電情報を更に抽
出して出力する。具体的には、図７に示すように、Ｒ波
を抽出して、その発生時相を検出し、その発生間隔から
心拍数及びその時間変動を検出する。
【００３７】ただし、上記浴槽心電図信号は、被験者が
浴槽５内の湯水に浸かっている状態によって変化する。
具体的には、半身浴状態では、心臓付近が湯に浸かって
いないので、全身浴状態に比べて、Ｒ波の強度（波のピ
ーク高さ）が低下する。そこで、前記生体情報算出手段
１００は、前記外部計測データとして入手した被験者の
身長、体重及びウエストのデータと、一般に公表されて
いる人体データベース（例えば、人間工学研究センター
の人体計測データベース）を利用して被験者の人体体積
モデルを求め、この人体体積モデルと水位センサ７にて
検出される水位上昇から、半身浴か全身浴か、あるい
は、体のどこまで湯に浸かっているかを判断し、その湯
に浸かっているレベルに応じて、浴槽心電計２０で得ら
れた心電図信号を補正する。すなわち、半身浴等の湯に
浸かっているレベルが低い場合には、浴槽心電計２０で
得られた心電図信号の振幅を大きくするように補正す
る。
【００３８】そして、上記のように補正して求めた心電
図情報や、身長、体重等の情報は、前記風呂リモコン３
の表示部３１に表示され、また、これらの心電図情報等
は計測した日時の情報とともに、前記記憶手段２１に記
憶蓄積される。
【００３９】〔別実施形態〕以下に別実施形態を説明す
る。上記実施形態では、被験者の健康状態を表わす生体
情報として、体脂肪率や心電図情報を、外部医療施設等
から入手した外部計測データ（具体的には、健康診断デ
ータ等）と内部計測データと合わせて、データ入力の負
担を軽減しながら精度良く求めるようにしたが、これら
以外の生体情報、例えば、被験者の血圧値、血糖値、発*
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*汗量などを同様に外部計測データと内部計測データとを
用いて求めるように構成してもよい。
【００４０】上記実施形態では、外部の生体データ計測
装置が、前記外部計測データを定期的な健康診断データ
と計測するようにしたが、定期的な健康診断ではなく、
随時必要に応じて、前記肺活量、身長、体重等の外部計
測データを計測するように構成してもよい。
【００４１】上記実施形態では、前記外部計測データを
受け取る受取手段３７を、外部の生体データ計測装置３
９側からオンラインで送信される前記外部計測データを
受信する通信手段３７にて構成したが、オフラインで送
られる前記外部計測データを受け取る受取手段でもよ
い。具体的には、外部の生体データ計測装置３９で計測
された外部計測データを記憶させる不揮発性の半導体メ
モリや磁気記憶媒体等を内蔵するメモリカードにて受取
手段を構成する。そして、そのメモリカードを持ち運ん
で健康管理装置側、例えば台所リモコン４に装着し、前
記コントローラ２がこの台所リモコン４に装着されたメ
モリカードの記憶データを読み出すようにする。尚、こ
のメモリカード等に前記求めた体脂肪率や、心電図情報
を記憶して、逆に前記外部医療施設等に送付して、健康
診断時の参考データとするようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態に係る健康管理装置を備えた給湯
風呂の全体構成図
【図２】風呂リモコンの構成を示すブロック図
【図３】風呂リモコンの正面図
【図４】第２実施形態に係る浴室用環境情報の発生装置
を備えた給湯風呂の全体構成図
【図５】浴槽心電計の構成を示すブロック図
【図６】浴槽心電計の電極配置を示す浴槽の斜視図
【図７】浴槽心電計による心電図信号を示すグラフ
【符号の説明】
５      浴槽
３７    受取手段
３７    通信手段
３９    生体データ計測装置
１００  生体情報算出手段
１０１  生体データ計測手段

【図５】
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101测量的内部测量数据，获得指示对象健康状况的生命数据。
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